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報告者について
「ふっきょん」
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福岡県立図書館ふくおか資料室職員

地域資料（主に図書）を担当

現在デジタルライブラリのリニューアル

作業中です



福岡県立図書館について

福岡市東区箱崎

博多駅からJRで5分＋徒歩10分

地下鉄で15分

独立したふくおか資料室を持つ

国立国会図書館デジタル

コレクション図書館送信参加館
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「国立国会図書館デジタルコレクションに含まれる
福岡県内で出版された図書」

地域資料研究の一助として、

デジタルコレクションに含ま

れる福岡県内で出版された図

書をリスト化、 Excelファイ

ルと webで提供

2017年1月5日現在

掲載件数 5,535件

http://www.lib.pref.fukuoka.jp/hp/kyoudo/page/NDLdatabase

/
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http://www.lib.pref.fukuoka.jp/hp/kyoudo/page/NDLdatabase/


報告次第

リスト制作の背景

制作プロセス

リストの活用例

まとめ
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リスト制作の背景
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リスト制作の背景

デジタルコレクションの利用状況

デジタルコレクションのメリット

地域資料研究とデジタルコレクション

7/36



デジタルコレクションの利用状況
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デジタルコレクションが公開する資料には、国立
国会図書館内限定、図書館送信資料、インター
ネット公開がある

図書館送信資料は参加館の限定された
端末で閲覧可能

福岡県立図書館では、平成31年度には、月あ
たり21.8名、毎日約1名の利用状況が記録され
ており、実質的な利用者数は上昇している。
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デジタルコレクションの利用状況
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福岡県立図書館のデジタルコレクション専用端末



デジタルコレクションのメリット
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所蔵していない資料を提供
利用者はすぐに資料を見られ、図書館は相互貸借の
手続きを省略できる。資料郵送にかかるコストを削減
できる

レファレンスサービスに役立つ
デジタルコレクションで検索すると、自館にない資料
はもちろん、目次情報が登録されているため、自館に
ある資料もより深く検索できる

Q：「山王堂 定」という人について、資料が
ないか。

A：国立国会図書館デジタルコレクション
『日本出版大観』p.295（364コマ目）を
参照

http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1176632
/364 （インターネット公開）

レファ協データベース回答例：
https://crd.ndl.go.jp/reference/detail?page=ref_

view&id=1000270990



デジタルコレクションのメリット
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資料収集・保存計画に役立つ

古書の購入やデジタル化など資料の

媒体変換の際、デジタルコレクションに

掲載されていない資料を優先させることが

できる。

地域史料研究に役立つ



地域資料研究とデジタルコレクション
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福岡県立図書館は、福岡市
に設立されたため、収集資
料の偏在状況があった

戦前の資料は、福岡大空襲
により焼失。当時の出版状
況を知ることは困難

資料の分布状況を知り、
全体像を把握することが課題



地域資料研究とデジタルコレクション
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平成２８年度福岡県公共図書館等協
議会にて、地域資料の利用と保存体
制を確立させるため、資料のデジタ
ル化に関する調査を実施

この結果、「国立国会図書館デジタルコレクションに含まれる福
岡県内で出版された図書」のリストが制作される

書誌情報の抽出プロセスでは、副次的に地域の司書でしか指
摘し得ないフィードバックを行う



「国立国会図書館デジタルコレクションに含まれる
福岡県内で出版された図書」

デジコレに含まれる福岡県内で出版された図書の一

覧を Excel ファイルと web で提供
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簡易検索機能、並べ替え機能

http://www.lib.pref.fukuoka.jp/hp/kyoudo/page/NDLdatabase/

http://www.lib.pref.fukuoka.jp/hp/kyoudo/page/NDLdatabase/


制作プロセス
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制作プロセス

国立国会図書館サーチでレコードを検索し、

RSS を取得

取得した RSS を CSV に一括置換

CSV のデータを整理して、Excel ブックにする

Excel ブックを HTML のテーブルにする
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国立国会図書館サーチでレコードを
検索し、RSS を取得
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技術的なスキルの問題から、APIではなく、RSSを
利用。

出版地には、県名または市町村名を指定する。市
町村合併が行われた場合は、かつて存在した市
でも検索する。

RSSはXMLファイルであり、使用するには
加工する必要がある。



国立国会図書館サーチでレコードを
検索し、RSS を取得
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「埼玉県川越市」を例に、
RSSを取得してみる

1章.wmv
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取得した RSS を CSV に一括置換
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「正規表現」を使ってRSSからタグと使用
しないデータを削除する

テキスト置換ツールを使う

置換後のファイルを一つにまとめる

2章.wmv
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CSV のデータを整理して、Excel ブッ
クにする
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表計算ソフト上でデータを確認する

出版地で並べ替え、不要なデータを削除する。
たとえば、「埼玉県川越市」のデータを収集しているので、「川越町
(大阪府)」、「川越町 (三重県)」といったデータは
削除する

このほかの注意点としては、似たような名前の都市がある。
たとえば、「福岡市」を検索すると「上福岡市」のデータも
検索されるので、目的のデータ以外は削除する
「松山市」と「東松山市」、「高田市」と「陸前高田市」、「狭山市」と「大
阪狭山市」、「田辺市」と「京田辺市」など

列の順番を変えたり、列幅を変更したりして、見栄えを整える

3章.wmv
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EXCEL ブックを HTML のテーブルにする
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Excel 上で HTML タグに変換される
文字列を挿入する

再度、CSV で保存し、HTML のタグ
付きテーブルに変換する

変換したテーブルを index.html に挿入す
る

4章.wmv
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作成した HTML ファイルの特徴
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データの検索機能を実現するために、
jquery.dataTables を使用

完成した HTML ファイルは、データベースを
使っていないため、
運用コスト＝￥０

静的ファイルなので、セキュリティも万全



参考資料
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NDL地域資料キット

https://drive.google.com/file/d/1BcHjGK97awhqL5e7KkKhTlS899xDSblm/view?usp=sharing

(or http://bit.do/fu8hu )

https://drive.google.com/file/d/1BcHjGK97awhqL5e7KkKhTlS899xDSblm/view?usp=sharing


リストの活用例
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リストの活用例

没年調査での使用

仮想デジタルライブラリ

地域資料マップ
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没年調査での使用
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没年調査は、著作権の保護期間を
確認するために、著作者の没年を
調査すること

「没年調査ソン」などで、出版地のリスト
を用意したり、作業の分担を決める際
に、デジコレの書誌情報をまとめたリス
トが有用

国会図書館でも「著作者情報公開調査」
のページで情報提供を募集中



仮想デジタルライブラリ
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写真集.wmv


仮想デジタルライブラリ
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地域資料マップ
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Google
マイマップ



まとめ
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まとめ
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デジタルコレクションを活用するには、
どのような資料が登録されているか、
その理解が不可欠です。

ぜひ、デジタルコレクションを使い倒して
みてください。



THANK YOU!
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